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生物の多さと外来種問題を忌部川に学ぶ

宍道湖／島根県

こどもエコクラブ　忌部わくわくサファリ

活動の目的　

戸田  顕史
e-mail：yuna_upa@yahoo.co.jp

しんじこ

　身近な河川へ意識を高め、環境保全に対して真正面で見る目を養うことを目的に
活動を行った。地域を流れる斐伊川水系忌部川での活動として、川にすむ生き物が
多いことに気づきもっと身近な川に関心を向け、全国で起こっている外来種問題が
実は身近なところでも起きていることに気づかせることを２００９年のねらいとし
た。そして忌部川は宍道湖に流れ込むことを意識させ、下流の宍道湖の環境に自分
たちが関わっていることに気づき環境保全を意識するために、宍道湖調査を実施し
た。
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①  忌部川の上流から下流では投網等の採集から参加者は身近な川にたくさんの生物が生息する  
      ことに気が付き、川への関心が深まった。
②  外来種問題ではブルーギルやオオクチバスの稚魚がとれ、身近なところで起きている事実を知
      った。バランスが崩れた捕食者と獲物関係を疑似体験し、大変なことが起きていることを実感し
      た。そして、環境省に外来種の対処を聞き、生態系に驚異である外来種の駆除を推奨され、会員 
      と共有した。
③  宍道湖では水深や塩分測定の仕方を理解し、宍道湖は塩分やCODが水深により違うことを確認　   
      した。
④  地域の文化祭や活動報告を小学校に配布し、忌部川や宍道湖環境と外来種問題について情報 
      発信ができた。

（１）忌部川上流、中流、下流の定点で水質調査（水温、透視度、COD）と特別採捕許可を得て投網、セルビ
　　ン、タモ網等の漁具を用いた調査を実施した。
（２）特に外来種問題ではブロジェクトワイルドを用いた疑似体験により理解させた。
（３）１０月には宍道湖を船から松江を眺め感じ、嫁が島に上陸して魚取りと水質調査を実施した。
（４）活動を終えるごとに活動記録を作成し、忌部小学校に配布し展示した。１１月には文化祭に展示し、
　　地域へ情報発信を行った。
（５）２０１０年１月：活動のまとめとして活動で見つけた忌部川の魚類図鑑を作成し、小学校や公民館
　　に配布し、忌部川の環境について情報を共有した。

    ２００９年は夏に雨が多く川の活動の日程変
更が続いた。環境省に外来種がとれた場合どうす
ればいいのかを聞き、駆除を推奨されたことから
次年度は行動に発展したい。もっと宍道湖活動を
発展させ宍道湖に学びたい。

（１）忌部川上流、中流、下流の
ン タモ網等の漁具を用い

活 動 の 内 容

①  忌部川の上流から下流では
ことに気が付き、川への関心

活 動 の 効 果 

     発信ができた。

    ２００９年は夏に雨が多く川の活
更が続いた 環境省に外来種がとれた

苦労した点・反省点
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